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【読楽】040「農家手習状」を読む

■嘉永元年板（［仙台］伊勢屋半右衛門板）『農家手習状』（右下は刊年不明板表紙）

｢農家手習状｣の概要 ＊『往来物解題辞典』による

〈新版絵抄〉農家手習状

【作者】西村明観（富田育斎・安美）作。

【年代】文政5年（1822）刊。［仙台］伊勢屋半右衛門板。

【分類】産業科。

【概要】異称『〈絵入かな付〉農家手習状』。大本1冊。『農家手習状』と称するが

「手習い」の心得を諭した往来ではなく、百姓が守るべき生活教訓を記した

短文である。「夫、手習は、世の中の芸の中にも第一にて、人の為にも身の為

にも是に増たる事はなし…」の一文で始まり、ほぼ七五調の文章で、まず、百

姓の心掛けとして公儀・法度の遵守、謹慎、喧嘩・口論の禁止、飲酒心得、博奕

や虚偽の禁止などを説く。続いて、郡奉行から組頭までの諸役名や六親九族

等の人倫名、身体各部の名称など若干の語彙を列挙しつつ、五倫に基づく教

訓を述べ、さらに後半では農耕・農業施設・農作物・貢納に関わる基本語彙や

心得を綴りながら、理想的農民像を描いて締め括る。本文を大字・6行・付訓

で記す。本往来はほとんどが仙台板で、明治期に大判の一枚刷りが登場するなど主に東北地方で普及した往来である。

仙台板の異板数種にはいずれも頭書に手習い図や農耕図を掲げる。なお、本書を下敷きにして綴った戯文調の往来

『〈小学習字〉農家手習状』（白木柏隠作）が明治14年（1881）に刊行された。また、天明7年（1787）作・刊『農業手習教訓書』

とは別内容。

【所蔵】謙堂・玉川大・国会・東大・東書・学芸大ほか。

【影印・翻刻】「往来物大系」64巻／「往来物分類集成」Ｒ34／「日本教科書大系・往来編」12巻／「近世日本教育史」（石川

謙著、1931、中文館／1938、富勘書院）。
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「農家手習状」を読む ＊刊年不明板の本文全文

【読楽】040 農家手習状
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【読楽】040 農家手習状

■下は嘉永元年板末尾


